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◆広島経済大学 社会人対象講座キャリアアップ・プログラム◆ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/careerup/index.html 

◇広島経済大学 カルチャー講座◇ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/culture/index.html 

 

◇キャリアアップ・プログラム講師のリレーコラム◇ 

 

「外国為替相場の決定要因」 

広島経済大学 経済学部経済学科 教授 福居信幸 

 

 今年度は本プログラムを担当させて頂いて 8 年目になりますが、定員数を充足せず未開講となってしま

いました。申し込んで頂いた数名の皆さまには心よりお詫び申し上げます。そこで、今回のコラムでは、予定し

ていた講座「国際金融の基礎」の内容の中核をなす為替相場の決定理論のエッセンスを、次年度のPRも兼

ね少しご紹介させて頂きます。 

 さて、1 ドル＝110円といった現行の円相場は見かけ上の数字であり、円の本来の実力を表していないと

申し上げれば、皆さんは驚かれるでしょうか。しかし、経済学では、見かけ上の数字である名目値と、その値

から物価変動の影響を取り除いた実質値の両方に目配りすることで、経済指標の実態を正確に理解すること

が重要とされています。一般に、経済成長率、金利、賃金などの指標は、実質値の方が実態を良く表すと理

解されていますが、為替相場の実質値が議論されることは少ないように思います。実は、物価変動の影響が

為替相場の大きな決定要因になっていることをご存じでしょうか。変動相場制が始まって以降、日米の物価

上昇率を比較すると、日本の方が低いのですが、そのことは、米ドルの価値が円のそれに対し日米の物価上

昇率の差だけ目減りしていることを意味します。すなわち、その価値の減少分が名目の為替相場に反映さ

れ、長年ドル安・円高傾向が続いてきたとみることができるのです。こうした二国間の物価上昇率の差で為替

相場が決まるという説を「購買力平価説」といいます。この説が理解できると、日本がデフレに苦しんでいた時

期になぜ円高が続いていたかが分かると思います。ところで、円の実質相場は、超円高で苦しんだ1995年と

比べると、現在は、その頃の半分程度の価値しかなく 1 ドル＝300円の時代に匹敵する超円安になっている

ことは、あまり知られていないのではないでしょうか。円の実質相場が日本の経済活動の価値を表していると

するなら、日本の経済力はバブル時をピークに 1970 年代の頃に戻ってしまったとみることもできます。この
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他、為替相場の変動要因には、海外で稼ぐ力を表す「経常収支」の増減、投資資産に占める外貨建て資産

比率の変化、市場参加者の心理など様々なものがありますが、詳しい説明を聞いてみたい方がおられたら、

是非、次年度、私の講座を受講頂ければ幸いです。 

 最後に、アベノミクスの「第一の矢」が円安への反転をもたらしたとする通説を検証したいと思います。実

は、当時盛んに喧伝された日米の通貨量の差（もしくは増加率の差）が為替相場に影響を与えるとする考え

方（「ソロス・チャート」）に根拠はありません。なぜなら、両国内の通貨量の大小が、その一部の交換に過ぎな

い為替相場に直接影響を与えるとは考えにくいからです。実際、その理屈が正しければ、現在の方がその差

は拡大しているわけですから、もっと円安に進む筈です。結局、日銀の大規模緩和が奏功し日本の物価が

上昇して初めて先述の「購買力平価説」に基づいて円安になるというのが本来の理屈だと考えます。物価上

昇への「期待」が先行し円安の契機となった面も否めませんが、安倍政権が誕生する前から円安に反転して

いた事実を踏まえると、日本の貿易赤字転落、欧州債務危機の沈静化、米国の景気回復などの複合的要

因とする見方の方が正しいのではないでしょうか。 

以上のことから、日本政府は、金融緩和や円安に頼ることなく、真に実効性のある成長戦略を打ち出し日

本企業の競争力を回復して、円の実質相場の長期的な下落傾向に歯止めをかけることが肝要と考えます。

しかし、現在の成長戦略である「日本再興戦略」は総花的で、一部の「国家戦略特区」のように矮小化され

た施策も多く、非常に心許なく感じています。 

 

＞＞次号は、 広島経済大学 2学期「NPOの立ち上げ・運営とファンドレイズ」担当の中村隆行先生が担当

されます。 

 

 

◆今週の一冊◆ 

福居先生おすすめの一冊です。 

 
『官僚たちのアベノミクス‐異形の経済政策はいかに作られたか』 軽部謙介著 岩波新書 

この本は、アベノミクスの「第一の矢」である金融政策にのみ焦点を当て、経済の専門家ではないジャーナ

リスト（時事通信社解説委員）が、政策内容の論評は避け、関係当事者の取材を通じ丹念に政策の決定プロ

セスを描いています。前職で大蔵省（現財務省）に出向、また、同省や日銀の窓口となった経験があることか

ら興味を持ち読みました。本来は独立した中央銀行で議論されるべき金融政策が、「リフレ派」の少数の学

者・エコノミストの権威付けの下で、半ば強引に官邸主導で、しかも政権の目玉施策として進められていくさま



が描かれており、「異形の」経済政策であったことが良く分かります。また、その後の財務省に官邸への忖度

が生まれる土壌も垣間見えて面白いです。今後、責任の所在も含め、現行の大規模緩和の歴史的評価を

行う上での貴重な検証材料になるのではないでしょうか。 

 

 

◇2018年度 2学期 開講科目のご案内◇ 

※科目名からシラバスを閲覧できます。 

 

【新規科目】■「NPOの立ち上げ・運営とファンドレイズ」  

講師：スポーツ経営学科 准教授 中村隆行 

NPO とは何か、何ができるのか、社会貢献しつつ、持続可能な組織をどうやって作るのかについて考えます。 

★10月 15日（月）開始（毎週月曜全 6回） 

 

■「マーケティングの基礎」 

講師：経営学科 教授 細井謙一 

初心者の方にもわかりやすい内容で、マーケティングを基礎から学びます。 

★10月 22日（月）開始（毎週月曜全 6回） 

 

■「BCP（事業継続計画）入門」 

講師：経営学科 教授 岡田斎 

BCP とは、事故や災害が発生した際、「如何に事業を早急に再開させるか」について対策を考えることです。

この講座では、BCP(事業継続計画)の理解と策定に関する基礎知識を開設します。 

★10月 16日（火）開始（毎週火曜日全 6回） 

 

■「ゲーム理論の基礎」 

講師：経済学科 教授 堀江真由美 

ゲーム理論の基礎概念を解説し、実際にゲームをプレイしたりディスカッションすることで、分析の出発点とな

る均衡の概念を直感的に把握します。 

★10月 16日（火）開始（毎週火曜日全 6回） 

 

【新規科目】■「初級 法人税」  

講師：経済学科 教授 一橋信之 

法人税を初歩から学び、社会人としての常識を養います。会計や税法の知識のない人でも楽しく学べる講座

です。 

★10月 16日（火）開始（毎週火曜全 6回） 

 

■「実践的広告戦略立案の基礎」 
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講師：メディアビジネス学科 教授 北野尚人 

広告戦略を立案・構築するために必要な知識や視点など最近のメディア環境と情報環境の変化を踏まえて

考えます。具体的な広告戦略の構築も体験します。 

★10月 17日（水）開始（毎週水曜全 6回） 

 

■「スポーツビジネスで学ぶ経営の基礎」 

講師：スポーツ経営学科 教授 永田靖 

「身近なスポーツビジネスはどのように経営されているのか」「スポーツ関連産業は新たなビジネスチャンス

だ」と考える方を対象にスポーツビジネスを基礎から学びます。 

★10月 17日（水）開始（毎週水曜全 6回） 

 

【新規科目】■「女性のための投資（基礎編）」  

講師：経営学科 教授 糠谷 英輝 

入門編での知識を深め、自分にとって必要な投資を実践的に考えていきます。 

（基礎編からの受講も可能です。） 

★10月 18日（木）開始（毎週木曜全 6回） 

 

【新規科目】■「コーポレート・ファイナンス基礎」  

講師：経営学科 准教授 幸田圭一朗 

コーポレート・ファイナンス（企業の資金に関するマネジメント）に焦点を当てて、企業の資金調達や投資活動

が企業価値に与える影響について考えます。 

★10月 18日（木）開始（毎週木曜全 6回） 

 

【新規科目】■「よくわかる行動経済学」  

講師：経済学科 准教授 山根智沙子 

2017 年ノーベル経済学賞「行動経済学」について学んでみたい方のために、様々な事例から「行動経済

学」が何を明らかにしているのか紹介します。 

★10月 12日（金）開始（毎週金曜全 6回） 

 

【新規科目】■「工業簿記の基礎」  

講師：教養教育部 教授 餅川 正雄 

日商簿記 2 級の工業簿記の範囲を、標準原価計算や直接原価計算を含めて分かりやすく覚えやすい形で

お伝えします。 

★10月 12日（金）開始（毎週金曜全 6回） 

 

■「実戦ビジネス中国語会話基礎」 

講師：経営学科 教授 広田堅志 
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中国ビジネスでよく使われている基本的な表現を場面ごとに分けて、必要最低限の内容を理解し使えるよう

にします。 

★10月 12日（金）開始（毎週金曜全 6回） 

 

2学期 カルチャー講座 

■「多様なアメリカの姿Ⅰ～あなたの知らないアメリカ（と日本）」 

講師：田中泉、森瑞樹、ジョージ・R・ハラダ、本岡亜沙子、山本貴裕 

多様性に満ちたアメリカの、あるいは同国と日本の関係について、移民史・演劇・法律・文学・宗教史の分野

を専門とする講師がそれぞれの切り口で語ります。 

★10月 17日（水）開始（毎週水曜全 6回） 

 

◎事務局から◎ 

2学期、3学期の受講生を募集しております。 

講座の詳細、お申し込みについては次の URLからご確認ください。 

≪キャリアアップ・プログラム≫ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/careerup/index.html 

≪カルチャー講座≫ 

http://www.hue.ac.jp/visitors/local/culture/index.html 

 

※ご意見・ご感想はこちらまで career-up@hue.ac.jp 

 

※配信解除はこちらから行ってください。 

https://y.bmd.jp/bm/p/f/tf.php?id=0828719345&task=cancel 

 

※広島経済大学 オフィシャルサイト http://www.hue.ac.jp/ 

 

発信元：広島経済大学 教育・学習支援センター キャリアアップ・プログラム事務局 (082-871-9345) 
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